
東
電
と
「Ｔ
ポ
イ
ン
ト
」提
携

東
京
電
力
は
２０
日
、
買

い
物
で
使
え
る
共
通
ポ
イ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス

「Ｔ
ポ
イ

ン
ト
」
を
運
営
す
る
カ
ル

チ

ュ
ア

・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン

ス

・
ク
ラ
ブ

（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
、

栗
京
）
と
提
携
し
た
と
発

表
し
た
。
２
０
１
６
年
４

月
か
ら
電
気
料
金
の
支
払

い
に
応
じ
て
Ｔ
ポ
イ
ン
ト

が
た
ま
る
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
る
。
同
月
に
電
力
小
売

り
が
全
面
自
由
化
さ
れ
、

競
争
が
激
化
す
る
こ
と
を

に
ら
み
、
営
業
力
強
化
に

つ
な
げ
る
。

提
携
サ
ー
ビ
ス
の

一
部

は
‐６
年
１
月
に
開
始
。
将

来
的
に
は
、
Ｔ
ポ
イ
ン
ト

に
よ
る
電
気
料
金
の
支
払

い
も
検
討
す
る
。
Ｔ
ポ
イ

ン
ト
が
利
用
で
き
る
唐
舗

と
、
電
気
契
約
の
促
進
な

ど
で
協
力
す
る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。

東
電
は
、
共
通
ポ
イ
ン

ト
「ポ
ン
タ
」
の
運
営
会
社

と
も
提
携
す
る
予
定
で
、

Ｔ
ポ
イ
ン
ト
と
ど
ち
ら
を

使
う
か
選
択
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
東
電
は
自
由
化

後
に
関
東
圏
以
外
で
も
電

気
を
販
売
す
る
方
針
。
異

業
種

と

の

提
携

を

て

こ

に
、
新
た
な
頗
客
獲
得
や
、

つ
な
ぎ
留
め
を
狙
う
。

ヤ
フ
ー
が
運
営
す
る
公
共
料
金
の
支
払
い
サ
イ

謝

　
い
い
内
々
的
”

任
い
峰
ヰ
中
中
オ
寺
昨
い
中
咋
争

関

　
自
治
体
の
３
割
に
相
当
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

翻

　
卑
申
］
い
咋
キ
邦
牟
中
中
い
お
印
卵
卵
癖
伸
一

．

組

　
　
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
自
動
車
税
や
住

軸

　
は
切
確
確
拘
帥
障
ば
醜
舶
訓
陣
謀
韓
割
確
都
伽
は

一　
人盆
　
香
号
や
支
払
金
額
な
ど
を
ネ
ッ
ト
上
で
入
力
す
れ

一　
一い
　
岬
将
輸
疼
熙
晦
類
李
イ
感
ド
ギ
討
静
蜘
管
の
ほ
か
、

Ｘ
メ

マ
＼
野
＼、Ｙ
一　

　

滑

―
O

■生活保護世帯が微減 ぁ じか万作 貿

厚生労働省は13日 、全国で生活保護を
受けているのは 2月 時点で161万8685世
帯となり、前月から132世帯減つたと発
表した。受給者数も前月から1077人減り、
216万9165人。

世帯別 (一時的な保護停止を除く)で
は、65歳以上の高齢者世帯が76万 6242世
帯で全体の約48物を占める。働ける世帯
を含む「その他の世帯」は前月から516

世帯減り、27万 8863世帯だつた。母子世
帯は前月比148世 帯増の10万 9485世帯。

高齢者世帯が増え続ける一方、「その
他の世帯」は昨年 2月 に17年ぶりに減少
して以降、増加傾向に歯止めがかかって
いる。

■96%が訪間販売「受けたくない」

消費者庁は13日 、訪間販売や電話勧誘
販売に関する消費者の意識調査結果を公
表した。96物以上がいずれの勧誘も「全
く受けたくない」と回答し、勧誘を原只」
禁止する規制を求める声も 7割以上を占
めた。対象は全国の消費者2000人で、今
年 3月 に実施した。

消費者庁は特定商取引法を見直し、訪
間販売などの規制を強化することを検討
している。現在、消費者委員会の専門調
査会で審議が続いており、担当者は「結
果を調査会での議論に役立ててもらいた
い」と話している。

調査結果によると、過去 5年間に訪間
販売を受けたことがある人は279物、電
話勧誘は70.2物だつた。今後、勧誘を「全
く受けたくない」と答えた人は訪間販売
で96.2物、電話勧誘で96.4物に上った。



載

　

　

業
績
好
調
が
続
く
ト
ヨ
タ
自
動
　
　
　
　
　
非
常
に
敏
感
で
、
莫
大
な
費
用
が

自
動
車
業
界
は
、
景
気
動
向
に
　
　
　
　
　
象
づ
け
る
も
の
と
な

っ
た
。

中国石炭商社を格下げ

■スタンダー ド・ アンド・ プア

ーズ (S&P、 米格付け会社)

中国の石炭商社、永暉実業控股の

長期債務格付けを トリプルCか ら
SD(選択的債務不履行)に下げ

た。 4月 8日 が期限の米 ドル建て

社債の利払いができなかった。

☆ ■3版 【第二種郵優物:R可 】
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口
際
通
貨
基
金

（
Ｉ
Ｍ

Ｆ
）
は
‐３
日
、
韓
回
に
対
す

る
経
済
審
査
が
終
了
し
た
と

発
表
し
た
。
ｌ
Ｍ
Ｆ
の
専
門

ス
タ

ッ
フ
が
加
盟
回
の
経
済

を
定
期
的
に
点
検
す
る
も
の

で
、
４
条
協
議

と
呼
ば
れ

る
。
い
ゎ
ば
経
済
の
健
康
診

断
で
あ
る
。

今
回
の
審
査
で
は
、
韓
田

経
済
の
成
長
鈍
化
が
指
摘
さ

れ
た
。
２
０
１
４
年
奇
の
フ

エ
リ
ー
転
覆
事
故
が
社
会
全

体
に
影
を
落
と
し
、
消
費
や

投
資
が
冷
え
込
ん
で
い
る
。

影
響
は
予
想
外
に
大
き
く
、

尾
を
引
い
て
ぃ
る
と
い
う
。

イ
ン
フ
レ
率
は
１
％
を
下

回
り
、
中
央
銀
行
で
あ
る
韓

国
銀
行
が
目
標
と
す
る
２

・

５
～
３

・
５
％
を
著
し
く
下

回

っ
て
い
る
。
政
策
金
利
は

１

，
７５
％
と
過
去
最
低
と
な

つ
た
が
、
経
済
の
体
温
低
下

を
映
す
よ
ぅ
に
物
価
は
じ
り

じ
り
と
弱
含
ん
で
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
生
産
性

の
低
さ
や
高
齢
化
の
急
速
な

進
展
は
、
い
み
じ
く
も
日
本

と
共
通
の
謀
題
。
そ
れ
に
加

え
て
韓
田
の
場
合
は
海
外
に

大
き
な
し
わ
よ
せ
を
か
け
て

い
る
。
内
需
が
振
る
わ
な
い

な
か
、
過
度
の
外
需
依
存
の

足
正
が
進
ま
な
い
の
だ
。

そ
の
結
果
、
経
常
黒
字
の

名
目
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
比
は
、
６
％
を
上
回
る

高
水
準
と
な

っ
て
い
る
。
経

済
を
外
需
に
ば
か
り
頼
る
、

絵
に
摘
い
た
ょ
ぅ
な
近
隣
窮

IMFの対韓審査報告書
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輪
円

ん
／

スＨ

ソ
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ヽ

全

1壊彗界階含著R暫
の融資

冊
廟

(注 )S&PキャピタルIQ調べ  |

臣
席
陛
ほ
膨
ば

，
レ
ド
β
担

‐―
ン
に
履
曙

危
機
前
の
水
準
超
え
る

|億 ドル

1 loool

l   l

残
高
は
約
１
兆
４
３
０
０
億

が
で
、

‐４
年
末
か
ら
４
％
増

え
た
。

ハ
イ
イ
ー
ル
ド
債
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業
が
発

行
額
の
約
１５
％
を
占
め
る
。

原
油
相
場
の
急
落
で
警
戒
感

が
高
ま

っ
た
が
、
原
油
安
の

一
服
で
再
び
資
金
が
集
ま
り

つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
融
資
や
社
債

へ

の
投
資
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
利
上

げ
に
踏
み
切
る
と
、
損
失
が

膨
ら
み
か
ね
な
い
。
財
務
体

質
が
弱
く
格
付
け
が
低
い
企

業
は
、
利
上
げ
が
続
く
と
金

る
が
、
米
利
上
げ
を
控
え
ハ

イ
イ
ー
ル
ド
債
に
対
す
る
懸

念
は
高
ま

っ
て
き
て
い
る
」

（
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

・
バ
ー
ン

ス
タ
イ
ン
の
低
格
付
け
債
担

当
デ

ィ
ス
テ

ン
フ

ェ
ル
ド

氏
）
と
い

っ
た
指
摘
が
出
て

い
る
。

金
融
危
機
時
は
信
用
力
の

低
い
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

を
一異
付
け
と
す
る
証
券
化
商

品
の
組
成
が
活
発
と
な
り
、

幅
広
い
金
融
機
関
が
保
有
し

て
い
た
。
こ
う
し
た
証
券
化

商
品
の
値
崩
れ
が
発
端
と
な

り
多
く
の
金
融
機
関
が
多
額

の
損
失
を
計
上
し
金
融
シ
ス

テ
ム
を
揺
さ
ぶ

っ
た
。

現
在
は
規
制
の
強
化
で
、

金
融
機
関
は
高
リ
ス
ク
の
証

券
化
商
品
を
あ
ま
り
持

っ
て

い
な
い
。
損
失
が
発
生
し
て

も
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
に

深
刻
な
打
撃
が
及
ぶ
と
の
見

方
は
少
な
い
。
た
だ
、
残
高

が
高
水
準
な
だ
け
に
、
割
高

に
な

っ
た
金
融
商
品
が
急
激

な
値
崩
れ
を
起
こ
す
と
、
投

資
家
に
大
き
な
損
失
が
出
る

可
能
性
は
残
る
。

上
昇
し
て
い
る
。
利
回
り
は

国
債
な
ど
に
比
べ
な
お
高
い

も
の
の
、
以
前
よ
り
は
低
下

し
て
い
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
イ
エ

レ
ン
議
長
は

「
一
部
の
社
債

市
場
で
割
高
な
状
況
が
認
め

ら
れ
る
」
と
懸
念
を
示
す
。

専
門
家
の
間
で
は

「
注
意
深

く
投
資
す
れ
ば
魅
力
は
残

利
上
げ
波
乱
要
因
に

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ーー
山
下
晃
】
米
国
で
財
務
が
脆
弱
な
企
業
向
け
の
融
資
や
、
格
付

け
の
低
い
債
券
の
発
行
が
膨
ら
ん
で
い
る
。
４
月
末
時
点
の
残
高
は
２
０
１
４
年
末
に

比
べ
約
２
％
多
い
２
兆
２
６
０
０
億

ブレ
ド

（約
２
７
０
兆
円
）
と
過
去
最
高
に
な

っ
た
。

世
界
的
な
金
融
緩
和
で
行
き
場
を
失

っ
た
マ
ネ
ー
が
、
高
金
利
の
金
融
商
品
に
集
ま
る

構
図
だ
。
米
連
邦
準
備
理
事
会

（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
が
利
上
げ
に
動
け
ば
こ
う
し
た
商
品
の
価

格
が
下
が
り
、
投
資
家
の
損
失
が
膨
ら
む
お
そ
れ
が
あ
る
。

1 督賢編意晃聖紀早乳言濯蓬ごぞ

信
用
力
の
目
安
で
あ
る
格

付
け
が

「投
機
的
」
と
さ
れ

る
低
い
水
準
に
あ
る
企
業

へ

の
融
資
で
あ
る

「
レ
バ
レ
ッ

ジ
ド

ロ
ー
ン
」
と
、
そ
う
し

た
企
業
が
発
行
す
る

ハ
イ
イ

ー
ル
ド

（高
利
回
り
）
債
券

の
残
高
を
Ｓ
＆
Ｐ
キ
ャ
ピ
タ

ル
ー
Ｑ
が
集
計
し
た
。

債
券

Ｆ
Ｒ
Ｂ
な
ど
に
よ
る
金
融

緩
和
が
長
引
く
な
か
、
相
対

的
に
リ
ス
ク
の
低
い
国
債
投

資
の
利
回
り
は
米
国
で
も
２

％
台

（１０
年
債
の
場
合
）
に

と
ど
ま
る
。

一
方
、
レ
バ
レ

ッ
ジ
ド

ロ

ー
ン
の
金
利
は
国
債
の
利
回

り
よ
り
４
％
程
度
高
い
も
の

も
あ
る
。
国
債
投
資
で
は
十

分
な
収
益
が
得
ら
れ
ず
、
株

式
に
も
高
値
警
戒
感
が
広
が

る
現
状
で
は
、
魅
力
的
な
運

用
先
と
し
て
高
リ
ス
ク
の
金

融
商
品
に
資
金
を
振
り
向
け

る
投
資
家
が
目
立

つ
。

銀
行
は
格
付
け
が
低
い
会

社

へ
融
資
し
た
後
、
最
近
は

そ
の
債
権
を
売
却
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
金
融
危
機
後
の

規
制
強
化
で
、
リ
ス
ク
資
産

の
保
有
が
難
し
く
な

っ
て
い

る
た
め
だ
。
投
資
信
託
や
年

金
フ
ァ
ン
ド
な
ど
が
そ
う
し

た
債
権
を
購
入
し
、
最
終
的

な
投
資
家
と
な
る
。

「
影
の

金
融
機
関

（
シ
ャ
ド
ー
バ
ン

キ
ン
グ
）
」
と
さ
れ
る

ヘ
ッ

ジ
フ
ァ
ン
ド
な
ど
も
こ
う
し

た

ロ
ー
ン
ヘ
の
投
資
を
増
や

し
て
い
る
。

ハ
イ
イ
ー
ル
ド
債
に
も
資

金
流
入
は
続
い
て
い
る
。
ド

！

ル
建
て
ハ
イ
イ
ー
ル
ド
債
の

一

(注 )エクィファクス調べ
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